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令和５年度 地域貢献事業活動報告書 

１事業名称 大学・学校・地域連携型の学習支援活動のモデル事業 
２事業推進者等 （責任者職名・氏名）准教授・堀健志 
３学外の連携機関等 （連携機関等名） 

・上越市立城西中学校 
 ・上越市立南本町小学校 
 ・いちょう食堂の会 ほか 

 
４事業の趣旨・目的 
 

本事業は、塾に通わない子どもの学習を支援するための活動を、大学

教員と学生が学校や地域住民と協力し合いながら地域に根ざしたかた

ちで展開することを試みるものである。こうした活動を学生による無償

のボランティア活動によって維持しようとすれば、志のある学生に、生

活のためのアルバイトをするか、それとも、子どもや社会の役に立つボ

ランティアをするかという二律背反的なジレンマを突きつけることに

なりかねない。そこで、学習支援活動を本学の地域貢献事業として位置

づけ、多少なりとも有償化することで、志のある学生たちの参加を阻ん

でいる障壁を少しでも取り除き、地域に根ざした学習支援活動の安定的

な継続を狙っている。 
 
５事業活動報告 
 

いちょう食堂の会および上越市立城西中学校・南本町小学校と連携し

ながら、合計 27 回の学習会を開催した。 
 
5 月 南三世代交流プラザで学習会の開催（2 回） 
6 月 南三世代交流プラザで学習会の開催（4 回） 
7 月 南三世代交流プラザで学習会の開催（5 回） 
8 月 南三世代交流プラザで学習会の開催（2 回） 
9 月 南三世代交流プラザで学習会の開催（4 回） 
10 月 南三世代交流プラザで学習会の開催（2 回） 
11 月 南三世代交流プラザで学習会の開催（2 回） 
12 月 南三世代交流プラザで学習会の開催（2 回） 
1 月 南三世代交流プラザで学習会の開催（2 回） 
2 月 南三世代交流プラザで学習会の開催（2 回） 
 
上記の学習会の開催に加えて、学生や教員との間で、子ども支援のあ

りかたについて意見交換をする機会を設け、次年度には映画の上映会を

企画するなどの案について検討した。 
なお、学習会の実施にあたっては、開催前後にアルコールを用いてテ

ーブル等の消毒を行った。参加した子どもへの菓子類の配布（学生によ

る私費負担）は、学習会の終了後に限定するとともに、会場での飲食の

自粛を要請した。 
 
※事業の実施風景の撮影については、本事業の連携先となっている

「いちょう食堂の会」の要請にもとづいて自粛しているため、写真を掲

載することができない。 



報告書⑤ 
 
６本事業で得られた 

成果 

本事業として位置づけられることで学習支援活動を有償化すること

が可能となり、その結果として、学習会を継続的かつ安定的に開催する

ことが可能になっている。もちろん、必ずしも十分であるとは言えない

までも、城西中学校および南本町小学校学区に居住する、非通塾児童・

生徒の学習を支援することができていると評価することができるであ

ろう。このことは、参加する子どもたちにとって、大学生が身近なロー

ルモデルとなる可能性があり、健全育成上のメリットがあるとも考えら

れる。他方で、この取り組みに参加している学生たちにとっても、子ど

もたちとの交流を通じてのみならず、コロナ禍の下におけるこの事業の

あり方をめぐる地域住民や学校教員との意見交換を通じて、多様な考え

や意見に触れることができており、教員養成の観点からも豊かな経験が

もたらされていると評価できる。 
なお、今年度は、教職大学院の実習（学校支援プロジェクト）とも連

動させることで、参加している子どもの様子についてより多くの情報を

交換することができるようになった。これをふまえて、来年度以降の事

業を進めていきたいと考えている。 
 

７その他（成果物等の

名称） 
 

 


